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薬科学専攻

人類は長い歴史の中で傷病の治療のためにさまざまな

植物や動物、鉱物などを利用し、その経験の中から薬と

なるものを選び出してきました。現代でもなお利用され

続けているその天然の薬が生薬であり、また多くの近代

医薬品が、天然の薬効成分をモデルとして開発されまし

た。薬品資源学分野では、この天然の薬をめぐり、今な

お解明されていない事象について、またさらなる新たな

薬のタネを探求しつつ、フィールドワークとラボワーク

を組み合わせたユニークなスタイルの研究を行っていま

す。

1）薫香生薬のアロマセラピー様作用に関する研究：

日本ならではの奥ゆかしい伝統に「香道」があります。

上等の沈香（伽羅、伽南香、などいろいろな種類があり

ます）を穏やかに暖め、たちあがる芳香を聞くのが作法

ですが、最近、この沈香の芳香成分には強い鎮静作用が

あることがわかってきました。そこでマウスを使った経

鼻吸収モデルを用いてこれを実験的に再現し、活性成分

の詳細な検討や応用の可能性について研究をすすめてい

ます。これまでに特徴的なセスキテルペン成分が活性の

一部を担うことを明らかにしていますが、沈香には非常

に多種多様な芳香成分が含まれており、さらなる検討が

必要とされています。また、沈香のほかにも香袋（匂い

袋）に含まれる薫香生薬類や、ハーブ類の精油（エセン

シャルオイル）類について、同様の手法を用いて検討を

行っています。

2）薬用植物の二次代謝機能発現に関する研究：植物

に含まれる薬効成分の非常に多くは二次代謝成分と言わ

れるもので、全ての生物に共通な一次代謝成分と異なり、

植物に固有のものです。我々はこの二次代謝成分の中で

も特に精油や樹脂に多く含まれる芳香成分について、成

分研究と、その生合成酵素や酵素の発現機構についての

研究を行っています。特にシソについては、交配実験を

主体とした遺伝学、精油成分に注目した化学分類、また

精油成分生合成酵素遺伝子のクローニングや機能発現な

どの分子生物学的研究、野生種・栽培種の現地調査、ま

たこれらを組み合わせて考察する栽培種の起源探索な

ど、幅広く研究を展開中です。前述の1）でとりあげて

いる沈香についても、芳香成分、すなわち生理活性成分

の生合成酵素発現や樹脂蓄積のメカニズムについて、温

室栽培の木と培養細胞系の両方を用いて検討を行ってい

ます。

3）フィールドワーク：生薬に含まれる薬効成分も、

薫香生薬に含まれる芳香成分も、植物が生産する化合物

です。生命現象のひとつとして営まれる二次代謝を理解

するためには、研究者自身がその植物を知り、向き合う

ことが肝要であると我々は考えます。ですから、研究対

象の植物がどのような環境で生育し、どうやって子孫を

残すのか、可能な限り調査します。それが現地調査（フ

ィールドワーク）であったり附属薬用植物園（フィール

ド＝畑）での栽培（ワーク＝作業）であったりするわけ

です。実験用サンプルの収集もフィールドワークの大切

な作業のひとつですが、そうやって対象に触れながら、

いろいろなことを観て、感じることで、また新たな発想

が生まれてくるのです。伝統薬物を対象とした現地調査

では、文字情報として残されることが少ない民間伝承薬

を主なターゲットとして聞き取り調査と標本収集を行い

ます。実験科学らしからぬ、ヒトとの対話が主役となる

聞き取り調査の現場では、信頼関係をいかに築くかが最

も重要なポイントとなります。

4）生薬・薬用植物に関するレギュラトリーサイエンス：

生薬・薬用植物は漢方薬等の医薬品として用いられるほ

か、香辛料や健康食品素材等、食品として利用されるも

のも多くあります。また、生薬製剤類の輸出入に際して

は、同名異物など国際取引ならではの事象が事故や深刻

な副作用を引き起こす原因になることがあります。そこ

で生薬・生薬製剤類の安全性を確保するための正しい基

原の判別方法等、行政面に活用できる手法や技術の開発

研究に生薬学の専門家の立場から参画しています。
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